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	 プラットフォームの標準化：Red Hat商用製品の標準化により、顧客は、オンプレミス、パブリッククラウド、またはその他のハイブリッドクラウドおよびマルチクラウド環境でIT環境を構築または拡張する場合でも、一貫したレベルのパフォーマンスの達成を期待できる。さらに、SAPワークロードをサポートするRed Hat製品はすべて、共通の同じサブスクリプションモデルで提供できるため、顧客は社内で容易に追跡できる。
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